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小規模校における「学び合い」による授業改善

















































学年 1年 2年 3年 計
生徒数（人） I男子 6 I女子 7 I男子 3 I女子 3 I男子 7 I女子 6 1男子 16 I女子 16
計（人）
【職員数】（人）



























【第 1回研究授業】令和元年 5月 29日（水） 6限目 授業者：北周平講師















【第 2回研究授業】令和元年 7月 10日（水） 6限目 授業者：茶畑真子教諭











【第 3回研究授業】令和元年 9月 24日（火） 6限目 授業者：赤井波季講師






(How are you? ・曜日・天気.s付 ・whatを使った質間）
③教師の会話を聞き、どのような内容かを推測する














【第 4回研究授業】令和元年 10月 30日（水） 6限目 授業者：一角 憲宏教諭
学年・教科頷域： 第 1学年 理科
単元名：物質のすがたとその変化
展開：














【第 5回研究授業】令和 2年 1月 22日（水） 6限目 授業者：鈴川 健治教諭
学年・教科領域： 第 1学年 社会科
単元名：オセアニア小卜1
展開：
学習活動・内容 授業形態
①オセアニア州の主な国の位置と名称を小テストで確認する 個人
②単元の課題「オーストラリアに行きたいか？」を設定し、は 一斉
じめの自分の考えを記入する。
--------------------------------------------------------------―1―----------------------③ゲーム形式でオセアニア小卜1の主な自然地形を確認し、白地図 ペア
に記入する。
④オセアニア小卜1の気候の分布を地形名、国名、方位、緯度、経 I一斉
度などを使って表にまとめる。
⑤白地図を使ってオセアニア小卜1の自然地形と気候分布を説明す
る。
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⑥今日の授業の自己評価と理由、授業の初めよりオーストラリ 1個人
アに行きたくなったかとその理由を書く。
4. 成果と課題
本研究を始めて 3年目となるが、この間、教員の異動も少なかったこともあり、研究に対す
る教員の共通認識も高く、研究内容を 1年ごとに深めていくことができた。このことは、教員
の指導力だけではなく、生徒の発言力や思考力が育まれていることからもそのことが言えると
考えられる。小規模校における「学び合い」の難しさは、生徒の人数が少ないと多様な意見が
出にくい状況になると安易に考えられるが、その改善のため指導方法の工夫を図っていく必要
性を教員がしつかりと認識し、ジグソー法などを取り入れながら研究を進めることができてい
た。中でも、小規模校の課題は生徒が少ないと言うことだけでなく、教員の数が少ないことも
課題の一つと言えよう。中学校現場では、教員が少なくなると 1教科を担当する教員が 1人で
対応することになる。これは、同じ教科を担当する教員がいないことで、教科特有の教科研究
が深められないという状況になりがちである。石垣中学校では、この改善のため、授業研究の
カンファレンスにおいて共通の視点を設けることで、協議の活性化を図り、他教科であっても
授業改善の視点を設けることができていた。このように、同じ教科担当がなくとも小規模の生
徒に対する授業方法の改善を日々進めることができたことが、生徒の学力形成に役立てること
ができていたと考えられる。
今後は、スクールリーダーの研究の方向性の変更や教員の異動等による共通認識の欠如等が
課題となる時期が来る恐れも考えられる。特に、教員の人数が少ない場合、その影響力は大き
いであろう。これまで培ってきた研究成果の継承がこれらの課題とも言えよう。
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